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大阪を知るための 100 の言葉とモノの世界
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　近代の大阪では、大正末の第二次市域拡張に
よる“大大阪”成立とも関係して、文化や芸術にモ
ダニズムが開花した。綿業会館、ガスビルなど、建
築にその華やかさを実感できるし、当時の美術作
品に、大阪の画家たちの熱気が確認できる。
　この10月に栃木県の鹿沼市立川上澄生美術館
で、特別企画展「前田藤四郎と川上澄生―モダニ
ズム版画の実験室―」が開催される。遠方だが、
大阪新美術館建設準備室が特別協力し、大阪モ
ダニズムを代表する版画家・前田藤四郎（1904～
1990）の芸術が全国発信されるのは喜ばしい。そ
のカタログを書いて改めて感じたことがある。
　モダニズム文化では「阪神間モダニズム」という
言葉が知られる。平成9（1997）年に兵庫県下の美
術館が連携して「阪神間モダニズム」展も開催され
た。しかし、戦前に前田が活動したのは船場のど
真ん中、淡路町や平野町である。「阪神間モダニズ
ム」は、阪神間の住宅地が点在した都市近郊タイプ
のモダニズムであり、前田を語るには、大都会の中
心でダイナミックに展開した都市型の「大阪モダニ
ズム」が必要である。
　そしてもう一つ、「阪神間モダニズム」が阪急・阪
神沿線の文化であるのに対し、他の私鉄沿線の文
化の再検証もあまり進んでいないのではないか。
　たとえば戦前の京阪沿線では、大阪・京都の中
間に位置する枚方に、京阪奈学研都市に相当する
大学都市建設の構想があったらしく、昭和3
（1928）年、大阪女子高等医学専門学校（現、関西
医科大学）が開かれ、翌昭和4年、矢野橋村、齋藤
與里らの大阪美術学校が大阪市内から枚方御殿
山に移転して本格的な校舎を建設している。
　昭和6（1931）年には、香里駅の東に造成された
宅地でハウジングフェア「香里改善住宅展覧会」が
開催された。表紙にある前田の《香里風景》は、こ
このモデルハウスを会場にした「室内美術展」に出
品されたようである。田園風景を描いた優美な作
品で、都心で働くサラリーマンの需要に応え、郊外
でのアートのある新しい生活を提案する。まさに
都市近郊の私鉄沿線モダニズムだろう。

　南海電鉄や阪堺線にもモダニズム文化がある。
帝塚山や住吉は“大大阪”成立で大阪市に吸収さ

れるが、文学者や画家が集まり、文化圏を形成して
いた。院展の中村貞以（1900～1982）は帝塚山に
画室を構え、関東大震災後に京都に移住した岸田
劉生（1891～1929）も大阪での所用の折りは、聖天
坂（西成区）にあった画家仲間の斎籐清二郎宅に
宿泊し、二階からの眺めを小品に描いている。最
近は「帝塚山モダニズム」が唱えられ、藤澤桓夫、
伊東静雄、庄野英二、庄野潤三など文学者研究を
中心とした「帝塚山派文学学会」も結成された。
　大軌（大阪電気軌道）の名称で親しまれた近鉄
沿線では、大正12（1923）年、大阪の日本画壇の中
心、北野恒富（1880～1947）が東大阪小阪に五十
六畳敷のアトリエのある居宅を設けている。小出
楢重（1887～1931）が、洋画家としてハイカラな神
戸に近い芦屋に転居したのと同じく、日本画家とし
て日本の古美術に関心が高い恒富が、奈良に近い
近鉄沿線に転居したのは当然かもしれない。
　大正5（1916）年には小阪に映画の撮影所が開
設され、昭和3（1928）年に「東洋のハリウッド」とよ
ばれた帝国キネマの長瀬撮影所が設立された。撮
影所の跡地は現在の樟蔭学園樟徳館に当たり、近
くの長瀬川には「帝キネ橋」が架かっている。
　「阪神間モダニズム」は西宮や芦屋、伊丹など各
市に美術館がある兵庫県下で顕彰され、発信され
てきたが、前田藤四郎展のカタログを書き進めなが
ら、「大阪モダニズム」やそのほかの私鉄沿線のモ
ダニズム文化について、せめて地元大阪で愛情もっ
て発信してもらいたいと呟いた今年の夏であった。
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